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一

　
本
稿
は
、
「
後
葉
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
後
葉
詞
書
」
と
略
称
す

る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
後
葉
和
歌
集
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
為
経
が
「
詞
花
和
歌
集
」
に
対
す
る

不
満
か
ら
編
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
詞
花
和
歌
集
」
に
つ
い
て
の
不
満
は
五
経

だ
け
で
は
な
く
、
撰
進
直
後
か
ら
世
間
一
般
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

世
間
に
お
け
る
不
満
の
理
由
に
つ
い
て
谷
山
茂
氏
は
、

　
1
「
詞
花
和
歌
集
」
が
歴
代
勅
撰
和
歌
集
の
中
で
最
も
小
規
模
な
撰
集
で
あ
る

　
2
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
以
来
の
反
古
今
的
時
流
に
流
れ
す
ぎ
て
い
る

　
3
「
詞
花
和
歌
集
」
撰
集
当
時
の
歌
人
と
そ
の
作
品
が
必
ず
し
も
優
遇
さ
れ
て

　
　
　
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
各
店
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
世
間
の
一
般
的
な
不
満
と
と
も
に
、
早
急
が
「
後
葉
和
歌
集
」
を

私
撰
し
た
動
機
と
し
て
、
常
盤
家
一
族
の
和
歌
に
対
す
る
顕
輔
の
態
度
へ
の
不
満

　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
か
つ
て
「
詞
花
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
詞
花
詞
書
」
・
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

略
称
す
る
）
過
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、

そ
こ
で
得
た
数
値
等
と
の
比
較
を
適
宜
行
う
こ
と
に
よ
り
、
考
察
を
進
め
る
こ
と

に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
噺

　
詞
書
は
、

　
　
和
歌
・
俳
句
な
ど
の
作
者
・
制
作
の
動
機
・
日
時
・
場
所
・
場
面
・
対
象
・

　
　
目
的
、
そ
の
他
前
後
の
事
情
等
に
つ
い
て
記
し
、
ま
た
作
品
の
主
題
・
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
あ
り
、
「
撰
者
の
、
読
者
に
対
す
る
享
受
の
指
示
」
で
も
あ
る
。
詞
書
の
こ
の

よ
う
な
機
能
・
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
私
撰
集
の
「
後
葉
詞
書
」
は
、
勅
撰
集
の

「
詞
花
詞
書
」
と
差
が
あ
る
と
、
当
然
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
相
違
は
、

「
千
載
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
千
載
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
と
「
新
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古
今
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
と
の

相
違
と
は
、
ま
た
異
質
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
後
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

和
歌
集
」
は
、
「
詞
花
和
歌
集
」
を
「
破
る
」
も
の
で
あ
る
の
で
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
と
り
方
は
、
宮
島
達
夫
氏
『
古
典

対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
）
に
お
け
る
規
定
を
お
お
む
ね

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
以
下
の
考
察
を
な
す
に
当
た
っ
て
の
底
本
と

し
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
「
後
葉
和
歌
集
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を

底
本
に
し
、
異
本
か
ら
の
六
首
を
加
え
校
訂
し
た
も
の
）
を
使
用
し
た
。
な
お
、

以
下
、
語
彙
数
に
関
し
て
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
は
、
異
な
り
語
数
と
す
る
。

　
　
　
ニ
ー
ω

　
「
後
葉
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、
そ
れ

ぞ
れ
七
三
三
語
、
二
七
五
四
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
三
・
七
六
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞
花
詞
書
」
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
表
（
1
）
は
、
か
つ
て
調
査
し
た
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
詞
書
」

と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
－
延
べ
語
数
と
、
歌
数
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
7
）

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
と
歌
数
と
の
関
係
か
ら
「
詞
花
詞
書
」
に

つ
い
て
、

　
　
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
、
質
的
な
面
で
は
、

　
　
決
し
て
他
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
も
言
え
そ
う
で
あ

表（1）

作　品　名 歌　　　数（A） 異なり語数（B） 延べ語数（C） B／A C／A

詞　花　詞　書 420 732 2，738 L74 6．52

千　載　詞　書 1，285 1，257 6，999 0．98 5．45

新古今詞書 2，005 1，442 8，019 0．72 4．00

後　葉　詞　書 596 733 2，754 1．23 4．62

　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ど
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
表
（
1
）
か
ら
す
る

と
「
後
葉
詞
書
」
は
、
異
な
り
語
数
の
面
で

は
「
詞
書
」
の
基
層
語
的
な
も
の
と
歌
数
と

の
関
係
で
、
「
詞
花
詞
書
」
と
同
様
、
相
対

的
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
み

え
る
数
値
と
は
な
る
も
の
の
、
延
べ
語
数
の

面
で
は
、
「
詞
花
詞
書
」
よ
り
も
む
し
ろ
他

の
「
詞
書
」
に
類
似
し
て
い
る
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
②

　
次
－
に
、
「
後
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ

い
て
ふ
れ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
語
を
も
っ
て
、
そ
の
作
品
の

基
幹
語
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
考

え
方
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
延
べ
語
数

の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語

を
も
っ
て
、
仮
に
基
幹
語
と
す
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
い
て
一
パ
ー
ミ
ル
以

上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語
は
、
異
な
り
語
数

で
二
〇
一
語
、
延
べ
語
数
で
二
一
一
七
語
と

な
る
。
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こ
の
二
一
一
七
語
は
、
全
延
べ
語
数
二
七
五
四
語
の
七
六
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
た
る
が
、
こ
の
数
値
は
、
筆
者
が
か
つ
て
調
査
し
た
「
古
今
和
歌
集
」
の

　
　
（
9
）

「
詞
書
」
（
以
下
、
「
古
今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
や
「
詞
花
詞
書
」
で
の
同
様
な

数
値
七
六
・
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
六
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
や
、
西
田
直
敏
氏
が

示
さ
れ
た
「
平
家
物
語
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
同
様
な
数
値
七
六
・
四
パ
ー
セ

ン
樋
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以

下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）
で
の
同
様
な
数
値
七
九
パ
ー
セ

（
1
1
）

ン
ト
に
比
較
的
近
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
〇
一
語
を
「
後
葉
詞

書
」
の
基
幹
語
彙
と
す
る
こ
と
に
は
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
下
の
考
察
に
お
け
る
基
幹
語
彙
に
関
す
る
も
の
に
は
、
こ
の
二
〇
一
語
を
使

用
す
る
。
な
お
、
資
料
と
し
て
「
後
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
を
頻
度
順
に
示
し
た

の
で
、
参
照
願
い
た
い
。

三
一
ω

　
次
に
、
「
後
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
、
大
野
口
写
が
示
さ
れ
た
「
平
安
和
文

基
本
語
彙
」
と
を
比
較
し
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
2
）
は
、
「
後
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
の
語
彙
を

累
積
使
用
率
に
よ
り
一
〇
段
階
に
分
け
、
「
後
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
お
よ
び

「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
関
す
る
部
分
だ
け
抜
き
出
し
、
「
後
葉
詞
書
」
の
基

幹
語
彙
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
所
属
語
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
両
語
彙
と
も
、
そ
の
累
積
使
用
率
か
ら
し
て
八
段
階
ま
で
と
な
る
。
な
お
、

表
中
の
「
非
共
通
語
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し

表（2）

「平安和文基本語彙」での段階

段　階 共通語数
1 2 3 4 5 6 7 8

非共通語

1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 1

2 2 0 0 1 0 0 1 0 0 2

3 6 1 2 0 2 0 1 0 0 0

4 10 2 1 0 2 4 0 0 1 1

5 13 1 1 3 1 1 2 2 2 5

6 25 0 0 0 5 8 4 7 1 4

7 48 1 4 2 4 8 10 12 7 12

8 43 0 2 2 3 6 9 13 8 27

計 149 5 10 8 17 28 28 34 19 52
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な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
に
存
し
な
い
と
い
う
意
味

で
は
な
い
こ
と
を
一
言
つ
け
加
え
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
段
階
分
け
を
行
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
所
属
段
階
差
が
あ
る
語

を
も
っ
て
特
異
な
使
用
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
は
一
応
二
段
階
以
上
の
差
が
あ
る
も
の
を
も
っ
て
特
異
な
使
用
語

と
す
る
。

　
表
（
2
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
特
異
な
使
用
語
は
、
①
段
階
二
語
、
②
段
階
一

語
、
③
段
階
二
語
、
④
段
階
四
語
、
⑤
段
階
九
語
、
⑥
段
階
六
語
、
⑦
段
階
］
九

語
、
⑧
段
階
二
二
語
の
、
計
六
五
語
で
あ
る
。

　
以
下
、
具
体
的
に
そ
れ
ら
を
示
す
と
、

　
1
　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
い
へ
（
家
）
」
「
さ
き
（
先
・
前
）
」
「
ま

　
　
か
る
（
罷
）
」
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
こ
ひ
（
恋
）
」
「
あ
そ
ん
（
朝
臣
）
」
「
び

　
　
や
う
ぶ
（
屏
風
）
」
「
さ
つ
き
（
五
月
）
」
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
一
〇
語
）

　
H
　
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
こ
と
（
事
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
み
る
（
見
）
」
「
す
（
為
）
」
「
な
る
（
成
）
」

　
　
「
あ
り
（
有
）
」
「
ひ
と
び
と
（
人
人
）
」
「
は
べ
り
（
侍
）
」
「
お
は
し
ま
す

　
　
（
在
）
」
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
よ
（
夜
）
」
「
か
の
（
彼
）
」

　
　
「
ひ
（
日
）
」
「
た
つ
（
立
、
四
段
）
」
「
の
ち
（
後
）
」
「
よ
（
世
）
し
「
つ
か
う

　
　
ま
つ
る
（
仕
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
ゐ

　
　
ん
（
院
）
」
「
お
ぼ
ゆ
（
覚
）
」
「
こ
（
子
）
」
「
し
の
ぶ
（
偲
・
忍
、
四
段
）
」

　
　
「
い
つ
（
出
）
」
「
か
は
る
（
変
・
代
）
」
「
み
（
身
）
」
「
み
や
（
宮
）
」
「
な
し

（
無
）
」
「
ま
た
（
又
）
」
「
よ
の
な
か
（
世
中
）
」
「
は
か
な
し
（
果
無
）
」
「
か

ぜ
（
風
）
」
「
か
た
（
方
）
」
「
こ
れ
（
此
）
」
「
お
ほ
し
（
多
）
」
「
お
も
し
ろ
し

（
面
白
）
」
「
い
る
（
入
、
下
二
段
）
」
「
す
ぐ
（
過
）
」
「
い
か
が
（
如
何
）
」

「
だ
い
な
ご
ん
（
大
納
言
）
」
「
き
こ
ゆ
（
聞
）
」
「
あ
め
（
雨
）
」
「
あ
ふ
（
合
・

逢
）
」
「
か
ん
だ
ち
め
（
上
達
部
）
」
「
か
く
（
斯
）
」
「
み
か
ど
（
御
門
）
」
「
ま

つ
（
待
）
」
「
ま
へ
（
前
）
」
「
む
す
め
（
娘
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
と
ふ
（
訪
・

問
）
」
「
ふ
る
（
降
）
」
「
と
も
（
供
・
伴
）
」
　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
五
語
）

の
よ
う
に
な
る
。

　
以
下
、
具
体
的
に
考
察
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
に
つ
い
て
ふ
れ

る
。　

こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
前
掲
し
た
一
〇
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
か
つ
て
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

し
た
「
三
子
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後
撰

詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
や
、
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今

詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
ま
か
る
」
「
つ
か
は
す
」
の
二

語
が
す
べ
て
の
作
品
と
、
「
よ
む
」
「
う
た
」
「
い
へ
」
「
あ
そ
ん
」
の
四
語
が
四
作

品
と
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
、
他
と
共
通
し
な
い
の
は
「
さ
つ
き
」
の
一
語
だ
け
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
以
下
、
こ
の
語
群
で
注
目
す
べ
き
「
こ
ひ
」
「
さ
き
」
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か

ふ
れ
る
。

　
「
こ
ひ
」
は
、
「
後
家
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
と
共
通
せ
ず
、
「
千
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載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
「
こ
ひ
」
と
い
う
語
に
つ

い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
、
あ
る
意
味
で
の
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
（
1
3
）

と
し
た
が
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ひ
」
の
頻
用
も
同
様
に
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
詞
花
詞
書
」
に
も
「
こ
ひ
」
の
使
用
例
が

　
　
　
　
　
（
1
4
）

五
例
存
す
る
点
と
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
一
六
例
中
＝
二
例
が
「
詞
花
和
歌

集
」
と
は
共
通
し
な
い
歌
の
「
詞
書
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
前
記
＝
二
例
の
「
こ
ひ
」
の
語
が
使
用
さ
れ
た
＝
二
首
の
立
者
と
し
て
は
、

　
　
教
長
、
近
衛
院
、
旋
輪
、
治
部
早
食
兼
、
僧
都
覚
雅
、
鶏
魚
朝
臣
、
為
忠
朝

　
　
臣
、
基
俊
、
三
御
子

な
ど
の
人
々
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
当
代
ま
た
は
近
代
の
人
で

あ
る
。

　
為
経
が
「
後
葉
和
歌
集
」
を
私
撰
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
樋
口
芳
麻
呂
氏

は
、　

　
詞
花
集
が
古
い
時
代
の
歌
人
の
歌
を
多
く
と
っ
て
、
当
代
に
重
点
を
お
い
て

　
　
い
な
い
の
で
こ
れ
を
改
め
よ
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
い
う
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
撰
者
二
二
の
こ
の
よ
う
な
撰
集
意
識
が
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

代
ま
た
は
近
代
の
歌
人
の
歌
を
多
量
に
入
集
さ
せ
、
題
詠
の
盛
行
と
相
擁
っ
て
、

結
果
的
に
「
こ
ひ
」
の
語
の
頻
用
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
「
さ
き
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
さ
き
」
は
、
「
詞
花
詞
書
」
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
「
詞
花
詞

書
」
に
お
け
る
「
さ
き
」
の
頻
用
に
つ
い
て
、
撰
者
の
撰
集
意
識
の
反
映
で
あ
ろ

　
　
　
（
1
7
）

う
と
し
た
が
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
さ
き
」
も
、
「
詞
花
詞
書
」
で
の
意
味

と
は
相
違
し
て
は
い
る
も
の
の
、
や
は
り
撰
者
黄
経
の
撰
集
意
識
の
反
映
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
「
後
葉
和
歌
集
」
も
「
詞
花
和
歌
集
」
も
歌
合
に
関
す
る
「
詞
書
」
で
「
さ

き
」
の
用
例
の
多
く
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
詞
花
和
歌
集
」
で
「
さ
き
」
が
用

い
ら
れ
た
「
詞
書
」
を
持
つ
歌
を
み
る
と
、
比
較
的
古
い
時
代
の
歌
合
で
の
も
の

が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
「
後
葉
和
歌
集
」
の
場
合
は
、
「
詞
花
和

歌
集
」
に
入
集
し
た
歌
合
の
歌
を
比
較
的
多
く
採
っ
た
結
果
、
古
い
時
代
の
歌
合

の
歌
も
多
く
あ
る
が
、
よ
り
特
徴
的
な
こ
と
は
、
「
詞
花
和
歌
集
」
で
は
少
数
で

あ
っ
た
忠
通
が
催
し
た
歌
合
で
の
歌
が
比
較
的
多
く
入
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
後
葉
和
歌
集
」
の
撰
者
良
好
は
、
当
代
・
近
代
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
撰

集
意
識
に
よ
っ
て
忠
通
主
催
の
歌
合
の
歌
が
多
数
入
集
し
、
結
果
的
に
「
さ
き
」

の
語
が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
つ
い
て
み

て
き
た
が
、
こ
こ
に
属
す
る
語
の
多
く
が
他
の
「
詞
書
」
で
の
同
様
な
語
群
と
共

通
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
「
詞
書
」
的
性
格
の
非
常
に
強
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
「
こ
ひ
」
や
「
さ
き
」
の
頻
用
に
は
、
撰
者

為
経
の
撰
集
意
識
の
反
映
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
③

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
σ
方
が
上
位
の
語
群
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
前
掲
し
た
五
五
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
か
つ
て
調
査
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し
た
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
五
作
品
と
共
通
す
る
も
の
は
、
「
な
る
」

「
あ
り
」
「
お
な
じ
」
「
お
も
ふ
」
「
も
の
」
「
な
し
」
「
ほ
ど
」
「
ま
へ
」
の
八
語
、

四
作
品
と
共
通
す
る
も
の
は
、
「
こ
と
」
「
ひ
と
」
「
す
」
「
ひ
と
び
と
」
「
か
の
」

「
う
へ
」
「
み
」
「
み
や
」
の
八
語
、
三
作
品
と
共
通
す
る
も
の
は
、
「
み
る
」
「
は

べ
り
」
「
お
は
し
ま
す
」
「
ま
う
す
」
「
よ
（
夜
）
」
「
ひ
」
「
よ
（
世
）
」
「
ゐ
ん
」

「
い
つ
」
「
ま
た
」
「
か
た
」
の
二
語
で
あ
り
、
他
の
「
詞
書
」
と
共
通
し
な
い

も
の
は
、
わ
ず
か
八
語
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
、
「
後
葉
詞
書
」
以
外
の
五
作
品
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
に

属
す
る
も
の
の
う
ち
、
「
後
葉
詞
書
」
で
の
語
群
と
は
共
通
し
な
い
が
、
他
の

「
詞
書
」
相
互
間
で
は
比
較
的
共
通
す
る
主
な
も
の
と
し
て
、
「
そ
の
（
其
）
」

「
こ
の
「
此
）
」
「
な
か
（
中
）
」
「
み
ゆ
（
見
）
」
「
つ
く
（
付
・
着
、
下
二
段
）
」

「
な
く
（
鳴
・
泣
）
」
「
え
（
副
詞
）
」
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
語
の
「
後
葉
詞
書
」
で
の
使
用
実
態
を
み
る
と
、
「
そ
の
」
「
こ
の
」
「
み
ゆ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
つ
く
」
「
な
く
」
「
え
」
は
、
基
幹
語
彙
に
も
な
ら
な
い
度
数
で
あ
り
、
「
詞
書
」

に
使
わ
れ
に
く
い
と
い
う
点
で
は
、
他
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
実
態
と
同
様

で
、
特
に
問
題
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
「
な
か
」
に
関
し
て
は
、
少
し
事
情
が

異
な
っ
て
い
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
な
か
」
の
使
用
度
数
は
五
三
で
、
う
ち
「
詞
花
和

歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
九
例
、
非
共
通
歌
で
四
四
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
共
通
歌
で
の
九
例
中
七
例
が
、
非
共
通
歌
で
の
四
四
例
中
三
五
例

が
、
「
百
首
」
ま
た
は
「
百
首
（
の
）
歌
」
と
い
う
語
句
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
後
葉
和
歌
集
」
に
お
け
る
百
首
歌
か
ら
の
多
量
採
集

が
、
結
果
的
に
「
な
か
」
の
頻
用
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に

つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
に
は
、
他
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
も

共
通
す
る
「
あ
り
」
「
な
し
」
「
も
の
」
「
こ
と
」
「
ひ
と
」
「
す
」
な
ど
、
「
詞
書
」

が
本
来
具
有
す
る
簡
潔
性
・
具
体
性
と
は
対
極
に
あ
る
語
が
多
数
所
属
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
ω

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
は
共
通
し
な
い
語
群
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
表
（
2
）
で
示
し
た
よ
う
に
五
二
語
で
あ
る
。
こ
の
五
二

語
は
、
便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、

　
1
　
和
歌
関
係

　
　
　
「
う
た
あ
は
せ
（
歌
合
）
」
「
だ
い
（
題
）
」
「
ひ
や
く
し
ゆ
（
百
首
）
」
「
い

　
　
ひ
っ
か
は
す
（
言
遣
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
）
」

　
n
　
時
・
時
間

　
　
　
「
に
ね
ん
（
二
年
）
」
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
（
承
暦
、
年
号
）
」
「
よ
ね
ん
（
四

　
　
年
）
」
「
い
っ
か
（
五
日
ご
「
て
ん
と
く
（
天
徳
、
年
号
）
」
「
く
わ
ん
な
（
寛

　
　
和
、
年
号
）
」
「
ぐ
わ
ん
ね
ん
（
元
年
）
」

　
m
　
人
物

　
　
　
「
だ
い
じ
ゃ
う
だ
い
じ
ん
（
太
政
大
臣
）
」
「
し
ん
み
ん
（
新
院
）
」
「
ほ
り

　
　
か
は
み
ん
（
堀
河
院
）
」
「
い
へ
な
り
（
家
成
）
」
「
だ
い
ぶ
（
大
夫
）
」
「
あ
き

　
　
す
け
（
要
望
）
」
「
く
ら
ん
ど
（
蔵
人
）
」
「
た
め
た
だ
（
為
忠
）
」
「
で
し
（
弟
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子
）
」
「
あ
き
す
け
き
や
う
（
顕
輔
卿
）
」
「
あ
き
な
か
（
顕
仲
）
」
「
う
だ
い
じ

　
　
ん
（
右
大
臣
）
」
「
く
わ
う
か
も
ん
ゐ
ん
（
皇
嘉
門
院
）
」
「
し
ら
か
は
み
ん

　
　
（
白
河
院
）
」
「
す
け
な
り
（
資
業
）
」
「
た
い
く
わ
う
た
い
こ
う
ぐ
う
（
太
皇

　
　
太
后
宮
）
」
「
ふ
ち
は
ら
（
藤
原
）
」

　
N
　
場
・
場
面

　
　
　
「
だ
い
り
（
内
裏
）
」
「
き
や
う
ご
く
（
京
極
）
」
「
さ
き
や
う
（
左
京
）
」

　
　
「
う
ち
（
宇
治
）
」
「
あ
ふ
み
（
近
江
）
」
「
か
も
（
賀
茂
）
」
「
だ
い
き
や
う

　
　
（
大
饗
）
」
「
だ
ざ
い
（
太
宰
）
」
「
は
り
ま
（
播
磨
）
」
「
ば
う
（
房
）
」
「
ひ
え

　
　
い
ざ
ん
（
比
叡
山
）
」
「
ひ
ろ
た
（
広
田
）
」
「
み
ち
の
く
に
（
陸
奥
国
）
」
「
み

　
　
の
（
美
濃
）
」
「
み
み
で
ら
（
三
井
寺
）
」

　
V
　
題
材

　
　
　
「
お
ち
ぼ
（
落
葉
）
」
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
（
後
朝
）
」

　
W
　
そ
の
他

　
　
　
「
お
と
つ
る
（
訪
）
」
「
こ
ふ
（
乞
）
」
「
こ
も
り
み
る
（
籠
居
）
」
「
な
れ
つ

　
　
か
う
ま
つ
る
（
馴
仕
）
」
「
ま
う
し
お
く
る
（
申
送
）
」
「
ま
う
で
く
（
詣
来
）
」

の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
分
類
と
所
属
語
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
和
歌
に
関
す

る
語
と
、
「
詞
書
」
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
時
・
所
・
人
に
関
す
る
語
が
多
い
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
の
も
首
肯
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
1
に
分
類
し
た
諸
語
は
、
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
と
も
多
く

共
通
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
「
詞
書
」
を
特
徴
づ
け
る
基
層
的
な
語
群
で
あ
る

と
言
え
る
。

　
　
　
四
一
D

　
次
に
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
語
種
別
、
品
詞
別
特
色
に
つ
い
て
ふ

れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
3
）
は
、
三
1
ω
に
お
い
て
行
っ
た
の
と
同
様
な
方
法
に
よ
り
「
後
葉
詞

書
」
の
全
語
彙
を
段
階
分
け
し
、
各
段
階
に
お
け
る
語
種
別
、
品
詞
別
の
所
属
語

数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
表
（
3
）
に
よ
り
、
語
種
別
、
品
詞
別
の
順
に
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
。

　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
語
種
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
は
、
表
（
3
）
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
和
語
七
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
漢
語
二
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
・
混
種
語

二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
「
詞
花
詞
書
」
と
比
較
し
た

場
合
、
和
語
が
多
少
低
く
漢
語
が
多
少
高
い
も
の
の
、
和
語
の
数
値
は
三
代
集
の

「
詞
書
」
で
の
そ
れ
よ
り
低
く
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
で
の
数
値
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
／
9
）

高
い
と
い
う
、
「
詞
花
詞
書
」
と
お
お
む
ね
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
は
、
時
代
が
新
し
く
な
る
に

つ
れ
、
お
お
む
ね
、
和
語
の
比
率
が
低
く
な
り
、
漢
語
の
比
率
が
高
ぐ
な
る
と
い

う
、
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
の
変
化
の
枠
内
に
あ
る
と
言

え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
他
の
私
撰
集
の
「
詞
書
」
は
未
調
査
で
あ
る
た
め
、

「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
前
記
の
傾
向
が
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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表（3）

語種別語数 品　　詞　　別　　語　　数
階 所属語数

和　語 漢　語 混　種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

1 3 3 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0

2 4 2 2 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0

3 6 6 0 0 5
＝
L 0 0 0 0 0 0 0

4 11 10 1 0 7 4 0 0 0 0 0 0 0

5 18 11 6 1 11 7 0 0 0 0 0 0 0

6 29 27 2 0 19 8 1 0 0 1 0 0 0

7 60 48 工0 2 38 17 4 0 1 0 0 0 0

8 70 56 12 2 46 18 3 0 2 1 0 0 0

9 105 77 25 3 79 21 2 0 1 2 0 0 0

10 427 317 99 11 317 82 15 6 6 0 0 0 ！

733 557 157 19 527 160 25 6 10 4 0 0 1合
　
計 ％ 76．0 2ユ．4 2．6 71．9 2ユ．8 3．4 0．8 1．4 0．5 0．0 0．0 0．ユ

　
　
　
　
㈹

　
次
に
、
品
詞
別
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
名
詞
の
比
率
は
、
表
（
3
）
で
わ
か
る
よ
う
に

七
一
。
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
数
値
を
か
つ
て
調
査
し
た
六
勅
撰
集
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

「
詞
書
」
に
お
け
る
数
値
と
比
較
す
る
と
、
「
後
撰
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
古
今

詞
書
」
よ
り
も
高
く
、
「
新
古
今
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
に
近
似
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
動
詞
に
お
け
る
比
率
に
お
い
て
も
「
拾

遺
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
で
の
同
様
な
値
に
近
似
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
形
容
語
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、

「
後
撰
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
よ
り
も
相
当
低
く
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

次
に
、
名
詞
お
よ
び
動
詞
の
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
を
み
る
と
、
名
詞
に
お

い
て
は
、
六
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
「
新
古
今
詞
書
」
（
六
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
）
や
、
「
拾
遺
詞
書
」
（
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
比
較
的
近
似
し
て
い
る
も

の
の
、
比
較
し
た
六
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
で
の
同
様
な
数
値
の
ど
れ
よ
り
も
高
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
動
詞
で
の
比
率
（
二
八
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
み

る
と
、
や
は
り
「
新
古
今
詞
書
」
（
二
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
や
「
拾
遺
詞
書
」

（
二
九
。
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
比
較
的
近
い
も
の
の
、
比
較
し
た
六
勅
撰
集
の

「
詞
書
」
で
の
同
様
な
数
値
の
ど
れ
よ
り
も
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
「
後
葉
和
歌
集
」
の
歌
の
う
ち
、
「
詞
花
和
歌
集
」
と
は
共
通
し
な
い
歌

の
「
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
語
彙
に
お
け
る
名
詞
・
動
詞
の
比
率
を
み
る
と
、
そ
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れ
そ
れ
七
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
一
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
「
後
葉
詞
書
」
の
全
語
彙
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
で

の
数
値
よ
り
、
名
詞
に
お
い
て
は
「
千
載
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
同
様

な
数
値
に
、
動
詞
に
お
い
て
は
「
拾
遺
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
同
様

な
数
値
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
は
、
「
詞
花
詞
書
」
に

お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
相
対
的
に
「
新
古
今
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」

に
お
け
る
そ
れ
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
傾
向

は
、
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
非
共
通
歌
に
お
け
る
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
い
て
、

よ
り
顕
著
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
五
一
ω

　
次
に
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
の
共
通
語
・
非
共

通
語
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
察
を
加
え
た
い
。

　
表
（
4
）
は
、
三
1
ω
で
の
段
階
分
け
と
同
様
な
方
法
に
よ
り
、
「
後
葉
詞
書
」

の
語
彙
と
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
を
一
〇
段
階
に
分
け
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お

け
る
語
彙
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
所
属
語
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
一
ω
と
同
様
に
、
二
段
階
以
上
の
所
属
段
階
差
を
持
つ
語
を
も
っ
て
特
異
な

使
用
語
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
①
段
階
一
語
、
②
段
階
一
語
、
③
段
階
二

語
、
⑤
段
階
三
語
、
⑥
段
階
一
一
語
、
⑦
段
階
二
〇
語
、
⑧
段
階
二
二
語
、
⑨
段

階
一
五
語
、
⑩
段
階
一
九
語
の
、
計
九
四
語
と
な
る
。

　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
か
ら
、
そ
の
使

用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
前
記
の
語
は
、
五
一
語
あ
る
が
、
う
ち
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
が

一
〇
以
上
の
も
の
と
し
て
は
、
「
う
た
」
「
ひ
や
く
し
ゆ
」
「
な
か
」
「
こ
こ
ろ
」

「
こ
ひ
」
「
ち
ゅ
う
な
ご
ん
」
「
お
な
じ
」
「
と
し
」
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
」
の
九
語
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
下
、
言
語
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
述
べ
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
な
か
」
の
頻
用
は
、
百
首
歌
か
ら
の
多
量
入
集
の

結
果
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
「
う
た
」
「
ひ
や
く
し

ゆ
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
こ
ひ
」
の
頻
用
が
撰

者
為
経
の
撰
集
意
識
の
結
果
で
あ
ろ
う
点
に
つ
い
て
も
、
既
に
述
べ
た
。

　
次
に
、
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
心
を
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄
氏
は
、

　
　
後
拾
遺
集
で
急
増
し
、
金
葉
集
で
激
増
し
、
千
載
集
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
か

　
　
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
こ
ろ
」
は
、
和
歌
史
的
に
み
た
場
合
、
「
後
拾

遺
和
歌
集
」
以
後
、
題
詠
の
盛
行
と
と
も
に
増
加
し
た
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
る
の
は
、
史
的
な
流
れ
か
ら

す
れ
ぽ
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
の
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

な
さ
の
方
が
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
ち
ゅ
う
な
ご
ん
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
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表（4）

「詞花詞書」での段階

段階 ハ通識’
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

に共通語

1 3 1 ！ 0 1 0 0 0 0 0 0 0

2 4 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0

3 6 0 2 1 1 ！ 1 0 0 0 0 0

4 11 0 0 4 6 1 0 0 0 0 0 0

5 18 0 0 1 2 8 5 1 0 1 0 0

6 29 0 0 0 2 6 7 5 7 2 0 0

7 56 0 0 0 0 3 10 20 6 9 8 4

8 60 0 0 0 0 0 3 17 12 9 19 ！0

9 82 0 0 0 0 0 3 12 11 23 33 23

10 209 0 0 0 0 0 0 6 ！3 45 145 218

計 478 1 5 7 12 20 29 61 49 89 205 255

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
ち
ゆ
う
な
ご
ん
」
の
度
数
は
一
四
で
あ
る
が
、
う

ち
一
〇
例
が
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
非
共
通
歌
で
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
〇
例

を
、
よ
り
具
体
的
に
み
る
と
、
八
例
が
「
中
納
言
家
成
家
歌
合
」
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
の
四
例
中
三

例
が
「
中
納
言
家
成
」
と
い
う
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
詞
花
詞
書
」
に
お

い
て
は
「
左
衛
門
督
家
成
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
代
歌
人
を
重
視
し
た
撰
者
為
経
の
撰
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

態
度
に
よ
り
、
「
家
成
家
歌
合
」
の
歌
が
多
数
採
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
中

納
言
」
と
い
う
語
が
頻
用
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
「
お
な
じ
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
お
な
じ
」
の
使
用
度
数
は
一
一
で
あ
り
、
う
ち
九

例
が
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
非
共
通
歌
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
九
例
を
具
体

的
に
み
る
と
、
「
同
じ
歌
合
に
」
「
同
じ
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
」
「
同
じ
心
を
」

「
お
な
じ
お
も
ひ
に
」
「
お
な
じ
品
の
心
を
」
の
よ
う
な
形
で
、
す
べ
て
前
の
歌

と
の
関
係
の
表
示
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
詞
花
詞
書
」

と
「
後
葉
詞
書
」
で
の
「
お
な
じ
」
の
使
用
度
数
の
差
は
、
勅
撰
集
と
し
て
の

「
詞
花
和
歌
集
」
と
私
撰
集
と
し
て
の
「
後
葉
和
歌
集
」
と
に
お
け
る
歌
の
配
列

へ
の
意
識
の
差
に
よ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
あ
る
種
の
型
に
は
ま
っ
た
勅
撰
集
で
の
歌
の
配
列
に
比
べ
、
私
撰
集
で
は
、
勅

撰
集
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
も
し
な
い
も
撰
者
の
自
由
で
あ
り
、
特
に
、
「
後
葉

和
歌
集
」
に
お
い
て
は
詞
花
和
歌
塞
を
破
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
飽
・

か
え
っ
て
同
一
撰
集
資
料
か
ら
の
歌
を
続
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
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と
し
て
「
お
な
じ
」
の
語
を
頻
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
と
し
」
を
み
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
と
し
」
の
使
用
度
数
は
一
〇
、
う
ち
「
詞
花
和
歌

集
」
と
の
共
通
歌
で
五
例
、
非
共
通
歌
で
五
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

五
首
の
共
通
歌
に
つ
い
て
、
「
詞
花
和
歌
集
」
に
お
け
る
コ
詞
書
」
を
み
る
と
、

二
首
に
お
い
て
は
「
と
し
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
三
首
中
一
首
に

は
「
詞
書
」
自
体
が
な
く
、
残
り
の
二
首
に
は
「
詞
書
」
は
あ
る
も
の
の
、
「
と

し
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
最
後
に
、
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
」
の
使
用
度
数
は
一
〇
、
「
詞
花

和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
四
例
、
非
共
通
歌
で
六
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
内
裏
歌
合
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
じ
ょ
う
り
ゃ
く
」
と
い
う
語
が
「
後
葉
詞
書
」
で
頻
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
承
暦
の
内
裏
歌
合
」
の
歌
を
多
量
に
密
集
し
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
を
み
て
き
た

が
、
こ
こ
に
属
す
る
語
の
う
ち
、
使
用
度
数
の
多
い
語
に
お
い
て
は
、
撰
者
為
経

の
撰
集
意
識
の
反
映
の
結
果
と
し
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　
　
　
　
　
㈹

　
次
に
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
の
う
ち
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
は
共
通
し
な

い
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
表
（
4
）
で
わ
か
る
よ
う
に
二
五
五
語
で
あ
る
。
こ
の
二

五
五
語
は
、

　
1
　
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
の
み
使
用
さ
れ
る
語
　
　
　
（
二
三
語
）

　
1
1
　
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
非
共
通
歌
で
の
み
使
用
さ
れ
る
語
（
二
二
〇
語
）

　
m
　
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
・
非
共
通
歌
の
ど
ち
ら
に
も
使
用
さ
れ
る

　
　
　
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
語
）

の
三
種
に
分
類
で
き
る
。

　
こ
の
分
類
の
う
ち
1
1
に
属
す
る
語
が
多
い
こ
と
は
、
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
に
か
か
わ
る
一
・
m
が
、
計
三
五
語

あ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
1
・
m
に
属
す
る
語
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
い
さ
さ
か
み
る
こ

と
に
す
る
。

　
1
・
m
に
属
す
る
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
あ
げ
る
と
、

　
王
　
　
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
の
み
使
用
さ
れ
る
語

　
　
　
「
な
が
す
（
流
）
」
「
せ
つ
つ
（
摂
津
）
」
「
す
み
（
炭
）
」
「
す
ず
り
ば
こ
（
硯

　
　
箱
）
」
「
あ
ん
ら
く
ぎ
や
う
ぼ
ん
（
安
楽
行
晶
）
」
「
し
た
ふ
（
慕
）
」
「
う
け
た

　
　
ま
は
る
（
承
）
」
「
か
り
さ
う
そ
く
（
狩
装
束
）
」
「
ち
や
う
く
わ
ん
（
長
寛
、

　
　
年
号
）
」
「
し
き
が
み
（
敷
紙
）
」
「
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
（
大
臣
）
」
「
せ
ん
じ

　
　
ふ
（
撰
集
）
」
「
か
た
り
つ
た
ふ
（
語
伝
）
」
「
と
し
ご
ろ
（
年
頃
）
」
「
ふ
ち
ば

　
　
か
ま
（
藤
袴
）
」
「
ま
か
り
わ
た
る
（
罷
渡
）
」
「
や
き
な
ら
ふ
（
焼
慣
）
」
「
ふ

　
　
た
む
ら
や
ま
（
二
村
山
）
」
「
み
わ
（
三
輪
）
」
「
よ
が
る
（
夜
離
）
」
「
み
や
う

　
　
じ
ん
（
明
神
）
」
「
と
し
た
だ
き
や
う
（
俊
忠
卿
）
」
「
は
る
ご
ま
（
春
駒
）
」

　
m
　
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
・
非
共
通
歌
の
ど
ち
ら
に
も
使
用
さ
れ
る
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証口口

　
　
　
「
く
ら
ん
ど
（
蔵
人
）
」
「
す
ぐ
（
過
）
」
「
の
こ
り
（
残
）
」
「
な
れ
つ
か
う

　
　
ま
つ
る
（
馴
仕
）
」
「
ま
う
し
お
く
る
（
申
送
）
」
「
あ
き
す
け
き
や
う
（
顕
輔

　
　
卿
）
」
「
ひ
え
い
ざ
ん
（
比
叡
山
）
」
「
お
も
ひ
い
つ
（
思
出
）
」
「
い
ひ
お
く
る

　
　
（
言
送
）
」
「
と
ま
る
（
止
・
泊
）
」
「
と
ぼ
（
鳥
羽
）
」
「
む
じ
や
う
（
無
常
）
」

の
よ
う
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
語
が
「
後
葉
詞
書
」
で
使
用
さ
れ
、
「
詞
花
詞
書
」
で
使
用
さ

れ
て
い
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
、
以
下
、
該
当
す
る
「
詞
書
」
を

い
く
つ
か
具
体
的
に
あ
げ
る
が
、
ア
に
は
「
後
葉
詞
書
」
を
、
イ
に
は
「
詞
花
詞

（
2
8
）

書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

　
ま
ず
、
指
摘
で
き
る
の
は
、

　
例
一
　
ア
　
…
す
ず
り
ば
こ
の
ふ
た
に
雪
を
い
れ
て
…
　
　
　
　
　
（
五
九
）

　
　
　
　
イ
　
…
す
ず
り
の
箱
の
ふ
た
に
雪
を
い
れ
て
…
　
　
　
　
　
（
三
七
）

　
例
2
　
ア
　
長
寛
八
年
宇
治
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に
　
　
　
　
　
（
二
四
二
）

　
　
　
　
イ
　
長
元
八
年
宇
治
前
太
政
大
臣
寄
合
に
よ
め
る
　
　
　
　
（
一
六
四
）

の
よ
う
に
、
「
す
ず
り
ば
こ
」
「
ち
や
う
く
わ
ん
」
に
対
応
す
る
別
語
を
使
用
し
た

り
、　

例
3
　
ア
　
…
女
房
の
中
に
申
し
お
く
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
五
）

　
　
　
　
イ
　
…
女
房
の
中
に
お
く
り
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
九
）

の
よ
う
に
、
完
全
に
は
対
応
し
な
い
が
、
類
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
詞

花
詞
書
」
で
の
当
該
の
語
を
使
用
し
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

　
次
に
、

　
例
4
　
ア
　
比
叡
山
に
と
し
の
く
れ
ぬ
る
こ
と
を
よ
み
け
る
中
に
（
四
七
四
）

　
　
　
　
イ
　
歳
暮
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
九
）

の
よ
う
に
、
「
後
葉
詞
書
」
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
記
述
す
る
の
に
当
該
の

語
を
使
用
し
た
り
、
逆
に
、

　
例
5
　
ア
　
安
楽
行
羽
替
成
仏
道
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
二
）

　
　
　
　
イ
　
舎
利
講
の
つ
い
で
に
、
願
成
仏
道
の
心
を
人
人
に
よ
ま
せ
侍
け
る

　
　
　
　
　
に
よ
み
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
三
）

の
よ
う
に
、
簡
潔
に
歌
題
を
明
示
す
る
の
に
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
三
番
目
に
は
、

　
例
6
　
ア
　
或
人
云
、
こ
の
歌
み
わ
の
明
神
の
御
歌
ど
も
…
（
五
七
五
　
左
注
）

　
　
　
　
イ
　
　
（
四
〇
九
　
左
注
　
な
し
）

の
よ
う
に
、
対
応
す
る
「
詞
書
」
が
「
詞
花
和
歌
集
」
に
存
し
な
い
場
合
が
指
摘

で
き
る
。

．
以
上
の
ほ
か
に
も
、
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

　
例
7
　
ア
　
な
が
さ
れ
侍
り
け
る
に
、
は
り
ま
に
て
月
を
み
て
、
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
六
）

　
　
　
　
イ
　
は
り
ま
に
は
べ
り
け
る
時
、
月
み
て
よ
め
る
　
　
　
　
（
三
八
八
）

の
よ
う
な
「
な
が
す
」
の
使
用
に
は
、
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
「
な
が
す
」
は
、
「
後
葉
詞
書
」
で
は
二
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
勅
撰
集
と
私
撰
集
と
の
差
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
な
が
さ

る
」
と
い
う
表
現
が
、
勅
撰
集
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
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以
上
、
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
あ
り
な
が
ら
「
後
葉
詞
書
」
に
お
い

て
は
使
用
さ
れ
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
い
て
は
使
用
さ
れ
な
い
語
群
に
つ
い
て
、

そ
の
使
用
実
態
を
い
さ
さ
か
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
す
ず
り
ば
こ
」
と
「
す

ず
り
の
は
こ
」
の
よ
う
に
、
別
語
の
使
用
に
よ
る
当
該
語
の
非
使
用
と
い
う
場
合

を
中
心
に
、
様
々
な
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
勅
撰
集
の
「
詞

書
」
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
語
が
、
こ
の
語
群
に
属
し
て
い
る
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

山ノ＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
次
に
、
水
谷
静
夫
氏
が
示
さ
れ
た
類
似
度
α
か
ら
み
た
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙

と
他
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
表
（
5
）
は
、
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞

書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
α
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
5
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
類
似
度
レ
は
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と

「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
に
お
け
る
も
の
が
最
も
高
い
。
「
後
葉
和
歌
集
」
が

「
詞
花
和
歌
集
」
を
批
判
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
「
後
葉
和
歌
集
」

の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
歌
が
「
詞
花
和
歌
集
」
と
共
通
し
て
い
る
点
か
ら
み
れ

ぼ
、
当
然
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の

類
似
度
ぴ
の
値
が
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の

語
彙
と
の
そ
れ
ら
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
点
も
注
目
に
値
す
る
。

表（5）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
山
茂
氏
は
、
「
詞
花
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
」
「
後
葉
和
歌
集
」
「
千
載
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
集
」
の
関
係
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
成
が
千
載
集
撰
進
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
て
義
兄
弟
為
経
私
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
『
後
葉
集
』
を
相
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
か
で
あ
り
、
『
後
葉
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
千
載
集
と
の
間
に
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
少
な
か
ら
ざ
る
近
似
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
後
葉
集
』
は
詞
花
集
の
歌
を
な
お
二
百
二
十
一
首
も
残
し
て
お

り
、
千
載
集
と
の
一
致
歌
は
五
十
八
首
で
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
眺
め
る
と
、

『
後
葉
集
』
は
な
お
依
然
と
し
て
千
載
集
よ
り
も
詞
花
集
の
方
に
近
い

　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
三
作
品
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
類
似
度
n
の
値
は
、

詞花詞書 後葉詞書

古今詞書 0．7249 0．7107

後撰詞書 0．7650 0．7479

拾遺詞書 0．7581 0．7553

詞花詞書 0．8869

千載詞書 0．8207 0．8313

新古今詞書 0．8123 0．8182

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
よ
り
も
、
よ
り
注
目
に
値
す
る
の
は
、
「
後
葉
詞
書
」
「
詞
花

詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
α
の
値
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
「
後
葉
和
歌
集
」
は
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
古
今
和
歌
集
」

的
風
雅
を
逸
脱
す
る
傾
向
に
あ
る
「
詞
花
和
歌
集
」
に
対
し
て
、
「
古
今
和
歌
集
」

へ
の
復
帰
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
谷
山
茂
氏
も
指

　
　
（
3
2
）

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
部
立
や
詠
風
も
「
古
今
和
歌
集
」
に
近
い
も
の
が
あ
る
と
考
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え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
類
似
度
n
の
値
か
ら
す
る
と
、

「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
方
が
、
「
後
葉
詞
書
」
の

語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
よ
り
も
類
似
性
が
高
く
な
る
。
こ
れ
は
、
い
か
な

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
古
い
時
代
の
評
価
が
定

ま
っ
た
継
々
の
歌
を
重
視
し
、
当
代
や
近
代
の
人
々
の
歌
を
あ
ま
り
採
ら
な
か
っ

た
「
詞
花
和
歌
集
」
の
撰
者
顕
輔
の
撰
集
態
度
が
、
結
果
的
に
、
早
い
時
代
の
勅

撰
集
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
類
似
し
た
語
彙
を
使
用
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
右
の
点
に
つ
い
て
は
、

　
1
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類

　
　
似
度
レ
の
値
が
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
の

　
　
語
彙
と
の
そ
れ
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い

　
H
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の

　
　
類
似
度
n
の
値
が
、
当
代
や
近
代
を
重
視
し
た
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と

　
　
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
そ
れ
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
低

　
　
い

と
い
う
結
果
が
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
　
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
次
に
、
ス
ピ
ア
マ
ン
の
順
位
相
関
係
数
に
よ
っ
て
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と

他
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
順
位
相
関
係
数
を
計
算
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
対
象
と
す
る
の
は
、
「
古
今

詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

「
後
葉
詞
書
」
の
各
基
幹
語
彙
の
う
ち
共
通
す
る
、
以
下
の
四
九
語
で
あ
る
。

　
　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
と
き
（
時
）
」
「
し
る
（
知
）
」
「
だ
い
（
題
）
」

　
　
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
い
ふ
（
言
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
ま
か
る
（
罷
）
」
「
い

　
　
へ
（
家
）
」
「
う
た
あ
は
せ
（
歌
合
）
」
「
す
（
為
）
」
「
を
ん
な
（
女
）
」
「
も
と

　
　
（
元
・
本
・
下
）
」
「
た
て
ま
つ
る
（
奉
、
四
段
）
し
「
か
へ
し
（
返
）
」
「
こ
と

　
　
（
事
）
」
「
み
る
（
見
）
」
「
は
な
（
花
）
」
「
は
べ
り
（
侍
）
」
「
つ
き
（
月
）
」

　
　
「
と
こ
ろ
（
所
）
」
「
あ
り
（
有
）
」
「
の
ち
（
後
）
」
「
き
く
（
聞
）
」
「
も
の
（
物
・

　
　
者
）
」
「
な
る
（
成
）
」
「
ひ
（
日
）
」
「
あ
そ
ん
（
朝
臣
）
」
「
く
に
（
国
）
」
「
と

　
　
し
（
年
）
」
「
か
へ
る
（
帰
）
」
「
あ
き
（
秋
）
」
「
ひ
さ
し
（
久
）
」
「
は
る
（
春
）
」

　
　
「
ま
う
す
（
申
）
」
「
や
ま
（
山
）
」
「
あ
ふ
（
合
・
逢
）
」
「
か
く
（
書
）
」
「
か

　
　
へ
り
ご
と
（
返
言
）
」
「
あ
し
た
（
朝
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」
「
な
し
（
無
）
し

　
　
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
か
み
（
上
・
守
）
」
「
さ
く
ら
（
桜
）
」
「
ま
う
つ
（
詣
）
」

　
　
「
ま
へ
（
前
）
」
「
も
み
ち
（
紅
葉
）
」

　
表
（
6
）
は
、
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
を
中
心
に
し
、
順
位
相
関
係
数
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
6
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
詞
花
詞
書
」
と
「
後
葉
詞
書
」
と
の
順

位
相
関
係
数
が
最
も
高
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
類
似
度
レ
に
関
す
る
箇
所
で
既

述
し
た
よ
う
に
、
「
後
葉
和
歌
集
」
の
入
集
歌
か
ら
し
て
当
然
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
と
の
係
数

の
低
さ
が
目
に
つ
く
も
の
の
、
全
体
的
に
は
、
先
の
類
似
度
レ
で
の
結
果
と
似
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

　
1
　
「
後
撰
詞
書
」
に
関
す
る
順
位
相
関
係
数
の
低
さ
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1
1
　
　
「
詞
花
詞
書
」
　
「
後
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
係
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
二
点
は
、
注
目
に
値
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
1
の
「
後
撰
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
順
位
相
関
係
数
に
つ
い
て
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
に
関

樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
類
似
度
レ
の
値
は
、
特
に

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
表
（
6
）
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
と
「
後
信
詞

書
」
と
の
順
位
相
関
係
数
は
、
他
の
係
数
と
比
較
し
た
場
合
、
極
端
に
低
い
。
こ

れ
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
順
位
相
関
係
数
の
計
算
の
対
象
と
し
た
語
の
「
後
園
詞
書
」
に
お
け
る
順
位
を
、

他
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
と
、
い
く
つ
か
比
較
し
て
み
る
と
、
三
四
位
の

「
よ
む
」
が
他
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
は
五
位
以
内
（
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞

書
」
と
も
一
位
）
、
三
七
・
五
位
の
「
う
た
し
が
一
四
・
五
位
以
内
（
「
詞
花
詞

書
」
一
三
・
五
位
、
「
後
葉
詞
書
」
二
位
）
、
一
七
位
の
「
と
き
」
が
八
位
以
内

（「

潔
ﾔ
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
と
も
八
位
）
、
四
八
位
の
「
う
た
あ
は
せ
」
が
二

一
位
以
内
（
「
詞
花
詞
書
」
六
位
、
「
後
葉
詞
書
」
三
位
）
、
四
位
の
「
か
へ
し
」

が
一
五
位
以
下
（
「
詞
花
詞
書
」
三
六
位
、
「
後
葉
詞
書
」
三
五
位
）
、
一
九
位
の

詞花詞書 後葉詞書

古今詞書 0．6716 0．7332

後撰詞書 0．4118 0．3886

拾遺詞書 0．7390 0．7084

詞花詞書 0．8106

千載詞書 0．7051 0．8038

新古今詞書 0．7379 0．7795

「
ひ
さ
し
」
が
二
八
・
五
位
以
下
（
「
詞
花
詞
書
」
四
三
位
、
「
後
葉
詞
書
」
四

四
・
五
位
）
と
、
は
な
は
だ
し
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
相
違
が
、

「
後
撰
詞
書
」
に
関
す
る
順
位
相
関
係
数
を
極
端
な
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ

（
3
4
）

る
。
一
方
、
類
似
度
n
に
お
い
て
は
、
共
通
語
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
り
、

そ
の
語
の
度
数
順
位
は
関
係
が
な
い
た
め
、
順
位
相
関
係
数
ほ
ど
極
端
な
数
値
に

は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
1
1
の
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
の
順
位
相
関

係
数
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
n
が
、
「
後
葉

詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
点
に
つ
い
て
は

既
に
ふ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
順
位
相
関
係
数
で
み
る
と
、
表
（
6
）
で
わ
か
る
よ
う

に
、
「
後
葉
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
の
係
数
が
、
「
詞
花
詞
書
」
と
「
古
今
詞

書
」
と
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
る
。
こ
の
相
矛
盾
し
た
よ
う
な
結
果
は
、
ど
の
よ

う
に
解
釈
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
表
（
7
）
は
、
順
位
相
関
係
数
の
調
査
の
対
象
と
し
た
四
九
語
に
お
け
る
合
計
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

数
順
位
一
〇
位
ま
で
の
語
と
、
「
古
今
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
後
葉
詞
書
」
に
お

け
る
一
〇
語
中
の
順
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
7
）
を
一
瞥
す
れ
ば
、
使
用
度
数
上
位
語
に
お
い
て
は
「
後
葉
詞
書
」

と
「
古
今
詞
書
」
と
の
方
が
、
「
詞
花
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
よ
り
も
、
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

位
相
関
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
後
葉
詞

書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
の
係
数
の
高
さ
は
、
あ
る
い
は
、

　
1
　
四
九
語
と
い
う
、
限
定
さ
れ
た
語
で
の
順
位
で
あ
り
、
度
数
の
小
さ
い
語
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表（7）

順位 単　　語 古今詞書 詞花詞書 後葉詞書

1 よむ ！ 1 1

2 うた 3 8 2

3 とき 2 5 7

4 しる 6 3．5 5

5 だい 5 3．5 4

6 つかはす 9 10 10

7 いふ 8 2 6

8 ひと 4 9 8

9 まかる 7 7 9

10 いへ ！0 6 3

　
　
に
も
存
す
る
各
「
詞
書
」
の
特
色
を
示
す
語
群
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

　
H
　
基
幹
語
彙
の
中
の
、
よ
り
「
詞
書
」
の
基
層
的
な
語
の
相
関
の
強
さ
が
、

　
　
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
理
由
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
類
似
度
ぴ
の
方
は
、
先
に
も
ふ

れ
た
顕
輔
の
撰
集
態
度
の
結
果
に
よ
る
細
部
に
お
け
る
類
似
性
が
、
「
詞
花
詞
書
」

の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
レ
を
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と

「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
も
の
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
類
似
度
α
で
の
結
果
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
順

位
相
関
係
数
で
の
結
果
も
、
首
肯
で
き
る
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

八

　
以
上
、
「
後
葉
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、

そ
の
使
用
実
態
を
み
て
き
た
が
、
要
点
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
と
し

た
い
。

　
1
　
「
後
葉
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
七
三
三
語
、
二
七
五
四
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
三
・
七
六

　
　
と
な
る
。

　
2
　
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語
を
基
幹
語
と
す
る

　
　
と
、
「
後
葉
詞
書
」
の
そ
れ
は
、
異
な
り
語
数
で
二
〇
一
語
、
延
べ
語
数
で

　
　
二
一
一
七
語
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
二
一
一
七
語
は
、
全
延
べ
語
数
の
七

　
　
六
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

　
3
　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
、
「
平
安
和
文
基
本

　
　
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
よ
り
も
上
位
の
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
使
用
語

　
　
は
一
〇
語
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
他
の
「
詞
書
」
で
の
同
様
な
語
群
と

　
　
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
詞
書
」
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

　
　
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
属
す
る
「
こ
ひ
」
や
「
さ
き
」
の
頻
用
は
、
撰
者
為

　
　
経
の
撰
集
意
識
の
反
映
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
4
　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
語
種
別
構
成
比
は
、
勅
撰
集
の
「
詞

　
　
書
」
に
お
け
る
そ
れ
の
枠
内
に
あ
る
。

　
5
　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
は
、
「
詞
花
詞
書
」
に

　
　
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
、
相
対
的
に
「
新
古
今
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
拾
遺
詞
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書
」
に
お
け
る
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。

6
　
　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
、
「
詞
花
詞
書
」
の

　
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
使
用
語
は
五
一

　
語
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
使
用
度
数
の
多
い
語
に
お
い
て
は
、
撰
者
三
三
の
撰

　
集
意
識
の
反
映
の
結
果
と
し
て
頻
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か

　
つ
た
。

7
　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
六
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
レ

　
で
み
る
と
、
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
は
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
性

　
が
最
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
、
「
後
葉
和
歌
集
」

　
と
「
詞
花
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
の
多
さ
か
ら
し
て
当
然
と
思
わ
れ
る
も
の

　
で
あ
る
。

8
　
　
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
ぴ
の
値
は
、

　
「
後
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
。

　
こ
れ
は
、
「
詞
花
和
歌
集
」
の
撰
者
顕
輔
と
「
後
葉
和
歌
集
」
の
撰
者
為
経

　
と
の
撰
集
意
識
の
差
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

9
　
順
位
相
関
係
数
を
み
る
と
、
類
似
度
ぴ
で
の
結
果
と
、
お
お
む
ね
同
様
な

　
結
果
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

［
注
］（

1
）
　
谷
山
茂
氏
『
谷
山
茂
著
作
集
　
三
』
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
、

　
　
九
五
頁
～
三
九
六
頁
。

（
2
）
　
樋
口
芳
麻
呂
氏
「
詞
花
和
歌
集
雑
考
」
（
『
国
語
国
文
学
報
』 角

．
川
書
店
）
三

五
集
、
昭
和
三

　
　
○
年
一
二
月
）
、
（
1
）
書
、
四
一
〇
頁
～
四
一
一
頁
他
。

（
3
）
　
拙
稿
a
「
『
詞
花
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
二
女

　
　
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
一
〇
巻
一
号
、
平
成
五
年
一
月
）
。
以
下
、
「
詞
花
和
歌

　
　
集
」
の
詞
書
・
左
注
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。

（
4
）
　
国
語
学
一
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
（
昭
和
五
五
年
九
月
、
東
京
堂
出
版
）
の

　
　
「
詞
書
・
左
注
」
の
項
。

（
5
）
　
井
上
宗
雄
氏
「
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
に
つ
い
て
i
主
と
し
て
後
拾
遺
集
～
新

　
　
勅
撰
集
の
場
合
1
」
（
『
平
安
朝
文
学
研
究
』
復
刊
一
号
、
昭
和
五
六
年
七
月
）
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
「
和
歌
色
葉
」
に
は
、
「
詞
花
集
を
猛
た
る
爲
経
帳
嗣
の
後
葉
集
」

　
　
（
『
日
本
歌
学
大
系
第
三
巻
』
昭
和
三
一
年
一
二
月
、
風
間
書
房
）
と
あ
る
。

　
　
な
お
、
（
1
）
書
、
三
九
三
頁
～
三
九
七
頁
参
照
。

（
7
）
　
拙
稿
b
「
『
千
載
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学
女

　
　
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
九
巻
一
号
、
平
成
四
年
一
月
）
、
拙
稿
。
「
『
新
古
今
和

　
　
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
九
号
、
昭
和
六
〇

　
　
年
三
月
）
。
以
下
、
「
千
載
和
歌
集
し
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し

　
　
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、

　
　
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に

　
　
異
動
が
あ
る
。

　
　
無
数
に
関
し
て
は
、
異
本
歌
を
含
め
た
各
索
引
（
後
記
）
の
本
文
（
篇
）
に

　
　
お
け
る
数
を
と
っ
た
の
で
、
各
索
引
の
底
本
そ
の
も
の
の
歌
数
と
は
一
致
し
て

　
　
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
　
使
用
し
た
索
引
は
、
西
端
幸
雄
氏
編
『
詞
花
和
歌
集
総
索
引
』
（
平
成
元
年
二

　
　
月
、
和
泉
書
院
）
、
滝
沢
貞
夫
氏
編
『
千
載
集
総
索
引
』
（
昭
和
五
一
年
七
月
、

　
　
笠
間
書
院
）
、
滝
沢
貞
夫
難
壁
『
新
古
今
集
総
索
引
』
（
昭
和
四
五
年
八
月
、
明

　
　
治
書
院
）
。

（
8
）
　
（
3
）
拙
稿
a
。
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（
9
）
　
拙
稿
d
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
七
号
、

　
　
昭
和
五
八
年
三
月
）
。
以
下
、
「
古
今
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
前

　
　
掲
拙
稿
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ

　
　
び
読
み
方
変
更
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
、
明
治
書
院
）
八
四

　
　
頁
。

（
1
1
）
　
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
『
国
語

　
　
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一
二
月
）
。

（
1
2
）
　
拙
稿
e
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
此
島
正
年
博

　
　
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
昭
和
六
三
年
一
〇
月
、
桜
楓
社
）
、
拙
稿

　
　
f
「
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短

　
　
期
大
学
部
紀
要
』
八
巻
一
号
、
平
成
三
年
一
月
）
。
以
下
、
「
後
撰
和
歌
集
」

　
　
「
拾
遣
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。

　
　
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
等

　
　
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
1
3
）
　
（
7
）
拙
稿
b
。
た
だ
し
、
同
拙
稿
に
お
い
て
「
題
材
の
変
化
」
と
し
た
部
分
、

　
　
「
題
詠
と
い
う
、
詠
み
方
の
変
化
」
と
訂
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
！
4
）
　
「
詞
花
和
歌
集
」
に
お
い
て
「
こ
ひ
」
の
語
が
使
用
さ
れ
た
「
詞
書
」
を
持

　
　
つ
五
首
の
和
歌
の
う
ち
、
四
首
が
「
後
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
あ
る
が
、

　
　
う
ち
一
首
に
つ
い
て
は
「
後
葉
和
歌
集
」
の
方
に
「
詞
書
」
が
な
い
。

（
1
5
）
　
（
2
）
論
文
。

（
1
6
）
　
「
詞
花
和
歌
集
」
も
題
詠
の
盛
行
し
た
時
に
撰
ば
れ
た
点
で
は
「
後
葉
和
歌

　
　
集
」
と
同
様
で
あ
る
が
、
撰
者
顕
輔
の
恋
の
歌
に
対
す
る
尚
好
か
ら
、
「
詞
花

　
　
詞
書
」
に
「
こ
ひ
」
と
い
う
語
が
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
1
）
書
、
四
〇
〇
頁
参
照
。

（
1
7
）
　
「
詞
花
和
歌
集
」
の
撰
者
顕
輔
の
当
代
・
近
代
の
歌
人
に
対
す
る
慎
重
な
態

　
　
度
が
、
よ
り
古
い
時
代
の
歌
人
の
歌
を
採
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

　
　
「
詞
書
」
に
「
さ
き
」
の
語
が
頻
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
3
）
拙
稿
a
参
照
。

（
1
8
）
　
「
え
」
は
度
数
一
、
他
は
度
数
二
で
あ
る
。

（
1
9
）
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
和
語
・
漢
語
の
語
種
別
比
率
は
、
表
（
A
）
の
よ
う
に

　
　
な
る
。

　
　
A
∂

　
　
（

　
　
表

（
2
0
）
（
2
1
）
（
2
2
）
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
名
詞
・
動
詞
・
形
容
語
の
比
率
は
、
表
（
B
）

　
　
の
よ
う
に
な
る
。

（
2
3
）
各
「
詞
書
」
の
延
べ
語
数
に
お
け
る
名
詞
・
動
詞
の
比
率
は
、
表
（
C
）
の
よ

　
　
う
に
な
る
。

（
2
4
）
　
「
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
一
盛
拾
遺
・
金
葉
集
に
み
ら
れ
る
詞
書
の
一
傾

　
　
向
1
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
三
五
号
、
昭
和
五
一
年
二
月
）
。

（
2
5
）
　
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
語
の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
、
未
だ

和　　　語 漢　　　語

古今詞書 89．0 10．0

後撰詞書 87．9 10．8

拾遺詞書 77．2 20．1

詞花詞書 78．6 19ユ

千載詞書 68．0 29．2

新古今詞書 70．7 26．6
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圖

　
　
（

　
　
表

　
　
そ
の
理
由
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
3
）
拙
稿
a
参

　
　
照
。

（
2
6
）
　
松
野
陽
一
氏
「
平
安
末
期
私
撰
和
歌
集
の
研
究
㈲
1
後
葉
集
の
研
究
1
」

　
　
（
『
文
芸
論
叢
』
八
号
、
昭
和
四
七
年
二
月
）
。

（
2
7
）
松
野
陽
一
氏
は
、
「
平
安
末
期
私
撰
歌
集
の
研
究
ω
1
後
葉
・
今
撰
・
続
詞

　
　
花
・
月
詣
の
配
列
と
構
成
一
」
（
『
文
芸
論
叢
』
三
号
、
昭
和
四
二
年
二
月
）
に

　
　
お
い
て
、
「
後
葉
和
歌
集
」
の
春
部
の
歌
の
配
列
に
つ
い
て
、
「
後
葉
集
は
、
伝

　
　
統
的
な
構
成
や
歌
学
的
分
類
意
識
を
も
と
と
し
て
詞
花
集
の
配
列
を
『
破
ろ

　
　
う
』
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
『
破
ろ
う
』
と
い
う
意
識
が
、
配

　
　
列
の
有
機
性
に
破
綻
を
き
た
さ
し
め
て
い
る
部
分
の
多
い
原
因
と
な
っ
て
い
よ

名　　詞 動　　詞 形容語

古　今　詞　書 68．3 24．7 6．6

後　撰　詞　書 59．4 31．0 9．2

拾　遺　詞　書 74．0 20．4 5．2

詞　花　詞　書 66．5 25．1 7．8

千　載　詞　書 73．5 19．2 6．0

新古今詞書 71．9 20．2 6．2

　
　
O

　
　
（

　
　
表

　
　
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
8
）
　
引
用
は
、
松
野
陽
一
氏
校
注
『
詞
花
和
歌
集
』
（
昭
和
六
三
年
九
月
、
和
泉
書

　
　
院
）
に
よ
る
。
な
お
、
ア
、
イ
と
も
、
引
用
の
後
の
番
号
は
歌
番
号
、
傍
線
筆

　
　
者
。

（
2
9
）
　
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』
『
上
海
帰
り
の
り

　
　
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」
（
『
計
量
国
語
学
』
一
二
巻
四
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
、

　
　
『
数
理
言
語
学
』
（
昭
和
五
七
年
一
月
、
塾
風
館
）
第
三
章
「
用
語
の
類
似

　
　
度
」
、
『
語
彙
』
（
朝
倉
日
本
語
新
講
座
2
、
昭
和
五
八
年
四
月
、
朝
倉
書
店
）

　
　
第
五
二
面
四
節
「
数
量
化
W
類
に
よ
る
作
品
解
析
」
他
。

（
3
0
）
　
（
1
）
書
、
三
〇
七
頁
。

（
3
1
）
　
（
2
）
樋
口
氏
論
文
。

（
3
2
）
　
（
1
）
書
、
四
〇
九
頁
。

（
3
3
）
　
田
中
章
夫
氏
「
語
彙
研
究
に
お
け
る
順
位
の
扱
い
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究

名　　　詞 動　　　詞

古今詞書 60．1 34．3

後撰詞書 54．0 37．9

詞花詞書 57．9 37ユ

千載詞書 63．7 32．6



32

　
　
七
』
昭
和
六
一
年
一
二
月
、
和
泉
書
院
）
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。

（
3
4
）
　
「
後
撰
詞
書
」
の
語
彙
が
、
他
の
「
詞
書
し
の
語
彙
と
相
違
し
、
相
対
的
に

　
　
散
文
的
要
素
が
強
い
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
ふ
れ
た
。
（
1
2
）
拙
稿
e
・
f
他
参

　
　
照
。

（
3
5
）
　
七
作
品
の
「
詞
書
」
の
全
語
彙
に
お
け
る
合
計
度
数
順
位
九
位
の
「
こ
こ
ろ
し

　
　
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
基
幹
語
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
一
〇
語
の
中
に
は
入
ら

　
　
ず
、
＝
位
の
「
い
へ
」
が
繰
り
上
が
り
、
一
〇
語
の
中
に
入
る
。

（
3
6
）
　
「
詞
花
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
の
類
似
度
n
は
○
・
二
六
六
七
、
「
後
葉

　
　
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
の
そ
れ
は
○
・
三
八
一
八
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
五
年
九
月
三
〇
日
）
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（
資
料
）
　
「
後
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙

栞二二二二二　　究　　　　　一一一一一一一
ﾐ五四三ニー　　査　　　　　　七五四三ニー〇九八七六五四三ニー

順
位

き　だ　と　つ　は　す　も　こ　み　ま　　　だ　た　ひ　さ　こ　こ　と　い　な　ひ　し　だ　い　う　う　よ
く　い　こ　き　な　　　と　ろ　る　か　　　い’て　と　き　こ　と　き　ふ　か　や　る　い　へ　た　た　む 単

り　う　　　　　　　　　　　　る　だ　じ　ま　　　　　ろ　　　　　　　　　く　　　　　　あ
い　や　つ　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　は
じ　う　る　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　せ 語

聞内所月　花三元頃見罷　　跳動人「先心事時言中野知画家歌歌詠
裏　　　　　　　　本　　　　　　大政　　　　　前　　　　　　　　仲首領　　　　合

下　　　　　　臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一鼈齠 こ二二二二二こ二　　三三三三三四四五五六六七八〇二七
ｪ一二三四八八・九九九　　〇一三六九三五三七三四二西〇五�

数

　　　　豊　　登　璽　天　孟　釜　　蓑� 位

　ま　と　じ　く　か　か　を　く　お　い　を　お　い　び　に　あ　ひ　は　ち　ほ　く　っ　し　こ　あ　な�
　う　し　よ　だ　みへ　ん　に　なへ　と　は　ひ　や　ね　そ　と　べ　ゆ　り　わ　か　ん　ひ　り　る�
　す　　　う　る　　　り　な　　　じ　な　こ　し　つ　う　ん　ん　び　り　う　か　ん　は　ゐ�
　　　　　り　　　　　ご　　　　　　　り　　　ま　か　ぶ　　　　　と　　　な　は　ばす　ん�

　　　　　と　　　　　　　　　　す　は　　　　　　　　　　　こ　ゐ　く�
　　　　　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　ん　ん�

　申　年年下上返女国　同人男在言屏二朝人侍　中堀関遣新恋有成�
　　　　号　　守雷　　　　　　名　・　　遣風年臣人　　納河鱒　　院　　　　為�

院�

一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　　一　　　　　＿九

Z〇〇〇〇〇一一一一二こ二二三三三四四四五五六六六六七�
数

　　　　　　　　　　　　六� �
　　　　　　　　　　　　　八� �

　た　さ� 　き� 　あ　あ　あ　わ　よ　よ　ゆ　や　め　さ　ひ　は「だ　く　か　か　か　か� 　よ� �
　つ　き� 　く� 　し　き　か　ら　す　し　き　ま　す　つ　　・る　い　ら　へ　の　く　く� � � 単

� � 　た　す　し　は　　　　　　　　　　き　　　　ぶ　ゐ　し　　　る� �
� � �

�
口

立地地菊�舟人　明童寄　由　雪　山　召　五　日　春大々返彼隠里秋夜帰�
�� 　　名赤　　　　　　　　　　　月　　　　夫�

六　六六��六六六七七七七七七七八八八八八八八八八���
数

�
� �
� �� ー�

　か　お　う� 　ゐ　も　み　み　ほ　の　に　な・でつ　ち　た　す　こ　お　お　う� 　を　よ　よ� �
　は　ぼ　ぢ� 　ん　の　や　つふ．ぼふ　ぬ　ん　か　る　つ　む　も　も　も　へ� 　の　ね� �
　る　ゆ� 　　　し　る　だか　と　う　　ぬ　　　る　ふ　ひ� 　こ　ん� �
� 　　　く　ま�
�

る
�

変域地�院物都水法筆入七年四散尋住籠思思上五男四三紅�
代　　名� 　　　　師　　道義号� 　　年� �

　四　四　四� 五五五五五五五五五五五五五五五五�五　六六　六� �
数
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奏
蓋

順
位

あ　あ　あ　あ　を　よ　や　や　み　み　み　ま　ま　ふ　ひ　は　な　で　た　た　た　し　さ　ご　ぐ　く　く　く

単
語

地合人人惜世三山御宮身松又七久果無弟絶人賜偲咲子具年蔵地ｼ逢名名　　　中　月　里　行　　　　　　　　月　　　無　　　子　　　名　　　忍　　　　　　号人名

三三三三四四四四四四　四四四四四四四四四四　四四四四　四四四四

度
数

順
位

す　し　し　さ　さ　こ　ご　こ　ぐ　　　く　き　き　か　か　か　か　か　お　お　お　お　う　う　い　い　あ　あ
ぐ　ら　ぐ　く　いれ　も　ふわ　　わぬ　こ　ん　も　たぜ　く　も　ほ　と　く　め　だ　る　か　る　め 単

かれ　ら　ゐ　　　り　　ん　も　う　ぎ　ゆだ　　　　　　　し　し　つる　　い　　が
は　　　　　ん　　　ゐ　　　ね　ん　か　ぬ　　　ち　　　　　　　　う　　　る　　　　じ
ゐ　　　　　　　　る　　　ん　ゐ　　　　　　め　　　　　　　　し　　　　　　　　ん 語

ん　　　　　　　　　　　　　　ん

過　白　時桜斎此籠乞　元　　　皇後聞上地方風斯面角　訪後梅右入如或雨
河雨　　　院　　　居　　　年門嘉事　　　達名　　　　　　白　　　　　　　　大　　　何
院　　　　　　　　　　　　院　r　　　部　　　　　　　　　　　　　　　臣

三三三三三三三三三三　　三三三三三三三三三三三三三三三三三
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